Ⅳ　思春期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム
夢見る力を育む応援～大人の役割を考えよう～


Ⅳ-５



対象：小学校・中学校の子どもをもつ保護者
時間：70分程度
	ねらい
	〇　子どもの夢の実現に向け、保護者として、どのような支援が必要かについて考える。

	実施のポイント
（評価など）
	○　子どもの願いや姿勢を受け止めながら、将来に向けて必要な力をつけていくために子どもとの関わり方を考えることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４人のグループに分かれておく。
〇　筆記用具　　〇　ワークシート　　〇　アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
○　資料（２～５は参加者の実態に応じて選択して活用）　　○　油性マーカー　　
○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）　　○　机上札（必要に応じて）

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　　　　10分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク（自己紹介）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介で「自分の子どもの頃の夢」について紹介し合うことで、互いに親近感がもてるようにする。
	３つの約束

	20分展 開



	ワーク１


・ワークシートに書き込んだ内容をグループで共有する。

	◎子どもの夢に対するそれぞれの親の気持ちに共感したり、現在の子どもの姿を褒めてあげたりすることをねらいとする。
・ワークシートに子どもの夢やあこがれの職業を記入する。子どもには夢がない、子どもの夢が把握できていないという場合もそのことについての思いを記入してもらう。
・グループで子どもの夢やあこがれの職業を紹介し合い、それについての保護者の思いを交流する。
・ワークシートに子どもの得意なことや努力していることについて記入し、グループで共有する。
・夢に向けての努力のみに限定せず、日頃の些細な頑張りや興味関心についても目を向けるようにする。
・資料１を提示し、子どもの夢の実現に向けた大人の支援について知る。
	ワークシート












資料１

	25分
	ワーク２


・ワーク１をもとに、ワークシートに記入し、グループで話し合う。
・全体で共有する。
	◎夢実現や自己実現に向けて、子どもを支える保護者として何ができるかを考えることをねらいとする。
・ワーク１をもとに、日頃からの子どもとのかかわり方のポイントについて、ワークシートに記入する。
・書き込みが終わったら、進行役を中心に自由に話し合う。
・グループごとに出てきた主な意見を全体で発表する。
	ワークシート

	　　　1５分まとめ

	ふりかえり


・参加者に応じた適切な資料を選んで紹介する。
・感想を記入し、グループで共有する。
	◎主役は子どもであり、保護者は子どもを支える応援団であるということを踏まえ、子どもの発達段階に応じた支援を行うことの大切さを知ることをねらいとする。
・資料を紹介し、なりたい職業が数年前とは異なっていることにも目を向け、子どもたちが大人になる頃には新たな職業であったり、同じ職業名であっても仕事内容が異なっている場合もあったりする可能性に触れる。
・「夢を伝えること」は、子どものその時の気分で伝えにくいこともある。職業ではなくても「○○がしたい」などといった目標を子どもと話し合うことも将来を考えるきっかけになることを伝える。
・今日の感想をワークシートに記入し、グループで共有する。
	資料２～３より選択
ワークシート






